






















年度とも雨天が多かったことは予想外の事態であった。移管文書の文書館への運搬には公用車を使用するものの、搬入時に屋根のない空間ができてしまうためちょっとし 悩みとなっている。資料の搬入にあたっては湿度の低い晴れの日が望ましく、このことは法人文書に限らず個人文書等の場合も同様であり、現状では天気次第 うのが実情である。この件 、もと との施設の造りに由来する問題であり、改善策として昨年度に引き続き玄関 庇の延長を営繕工事要求の機会を捉えて申請 いるところである。　
昨年六月の業務組織改編にあたっては、旧管財グループのファイル





移管と設定されたものである。ファイルの中には、保存期間満了前のものも一部含まれるが、 満了前移管は広島大学法人文書の分類、 保存、重要度、 及び廃棄等に関する細則において規定されており、移管受入れ先として文書館が位置づけられていることは、作成から移管・廃棄までの文書のライフサイクル全体にわたる 理を担う機関アーカイブズとして 機能を十分発揮しているものといえ 。　
今年度の移管受入れ文書の目録作成件数は、表１の通りである。昨

















































したほか、事前質問に対する回答集を作成し、レポートやアンケート等も含めて報告書としてまとめた。本研修は 当初国立大学協会の研修事業と て計画されたものであ が、平成二六年度より広島大学の主催により実施することとなったという経緯がある。こうした対応が可能となったのも、総務グループより多大の協力 いただいたお陰である。　
今回は、本学の文書管理の状況に特化した内容を心がけ、できるだ
け参加しやすい形を目指して計画を立案した。参加 象 は、本学の法人文書管理システムにより文書の作成を行う者及び文書管理に関心




















管理システムを用いた文書管理について基本的な事項 説明する内容との二本立てとし 。アンケートにお ては、全体像及び具体の両方が含まれていたよい研修であった、法律及び移管・廃棄ま の全流れ等の基本的な事と、
 学内システムの使い方を学ぶ事が出来たので、
今後に生かせそう、日々の業務を円滑に進めるための文書管理の重要性を学ぶことができた等、研修を提供する側としても今後 励みにな







































































は、昭和二四年の本学開学時のものが含まれ、特にわら半紙を使用したものについて劣化が著しいもの みられ 。今後、酸性紙を使用した資料の劣化が進み、紙力の低下による破損 懸念される。　
こうした資料の劣化という問題に対し、特定歴史公文書等の保存、





るわけではなく、 インターネットで閲覧でき ように ためは、 データを加工する等の対応も求められ当然 が伴うものである以上、複製物の作成にインターネットによる公開 促進を付随させることにはやや疑問を感じるところである。財源の確保が難しい機関としては、この二つを峻別して体力に応じて段階的に実施することとしたい。　
公文書室の業務は、昨年来新たに明らかとなった課題も多く、当面
手探りの対応が続くと思われる。そ でも、現用・非現用 横断文書管理という課題において、移管受入 後の目録作成まで含めたサイクルのなかで更なる効率化 図り、本学の文書管理の質 向上に資する組織としての活動を推進した 。　
なお、今年度の内部監査については、二月中の実施予定のため、次
年度の業務報告におい 概要を報告したい。 
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